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令和３年度がスタートし、品川コミュニティ・スクールも新しい校区教育協働委員を迎え、
第１回校区教育協働委員会が各学校で開催されています。新しい委員の方向けに、令和３年
４月２３日（金）に非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク理事長 生重幸恵
様をお招きし、講演会とトークセッションをオンライン開催しましたので、ご報告致します。

生重 幸恵さん プロフィール

PTA会長時代から学校を支援する活動を積極的に行い、その経験をもとに
平成１４年７月にスクール・アドバイス・ネットワークを設立。学校教育
の支援、生涯にわたる学びを支援するため、全国の教育委員会、PTA等

主催研修会の講師や助言、企業が提供するプログラム開発など、日々精力
的に活動されています。文部科学省 第６～９期中央教育審議会委員。

学校と地域が協働する必要性

内閣府HPより

Society5.0、SDGｓ、グローバル化の進
展、新型コロナウイルス等、子どもたちの
取り巻く社会が大きく変わってきています。

そのような変わりゆく社会に対応してい
くには、人として学び続けるということを
身に付けなければなりません。そして、学
校は学び続ける力を身に付けるために行く
場所となります。子どもたち自身が「社会
で生きていくために役立つ学びを学校の中
で学んでいる」ということを実感できるこ
とが重要なのです。

子どもたちの抱えている課題として考え
られるのが、体験や経験の少なさです。そ
れでは、体験を取り入れた教育はどうやっ
たら作れるのでしょうか。
それには、品川にある豊かな人材や生物、

自然等、品川でしか学べないことを取り入
れ、学校と地域が連携・協働した学びを
行っていくことです。

校区教育協働委員に求めること

オンライン会議室システムを
利用して行いました

学校と地域が一緒になって協力・協働し
ていくことが、今の子どもたちの教育の下
支えをしていくことになります。すごく難
しいことをするのだと思わず、お約束して
いただきたいことは、今の子どもたちの課
題を解決するために大人として、知恵を出
し、努力を惜しまない

ことです。

こうなればよくなる、
そうなるための一歩を
どうすればよいのかを
学校と一緒に考えてい
ただきたいです。

説明会を開催しました。

主な講演内容



発行・問い合わせ

品川区教育委員会事務局
指導課学校地域連携係

〒140-8715
東京都品川区広町2-1-36
TEL.03-5742-6595

品川コミュニティ・スクールに
ついて、ホームページで詳細を
ご紹介しています。

品川コミュニティ・スクール 検索

品川地域未来塾指導員 募集！

品川区立学校では、コミュニ
ティ・スクールの活動の一環として、
品川地域未来塾を実施し、子どもた
ちへ「学びの場」を提供しています。

地域の方々や大学生、講師・指導
助手等に指導員としてご登録いただ
き、主に放課後に行います。

参加する子どもたちも、指導員に
よるきめ細やかな少人数の指導に、
自身の「成長」を実感しています。

学びに向かう姿勢や学習の遅れを
取り戻す上でも、未来塾の必要性は
高まっており、多くの指導員を必要
としています。

教員免許がない方でも指導員にな
ることができます。ご協力いただけ
る方は、各校までお問合せください。

ボランティア登録のお願い

学校支援地域本部活動の一環とし
て、ボランティアが必要になった時
にお声かけしますので、今年度も無
理のない範囲でご登録ください。な
お、登録は随時受け付けております。

詳しくは、活動を希望する学校の
学校地域コーディネーターにお問い
合わせください。

トークセッションより

Q. 他地区での校区教育協働委員会（他地区で
は学校運営協議会という）の様子を教えて
ください。

A. 私の住んでいる地域では、開催回数も全国
の中で一番多く、毎月１回開催し、メンバー
は大学の先生が委員長、地元に住んでいる弁
護士、学校支援本部の方、おやじの会の活動
をしている方、保護者など子どもたちの活動
を支えている方たちがメンバーになっていま
す。委員会も３つほどに分かれ、企画委員会、
運営委員会、広報委員会など役割を分けて一
体化して学校運営を支えています。

Q. 学校と地域が協働していくポイントは？

A. まずは、学校発信でこんなことができたら
よいなという要望を出すこと。地域に投げ
かけてみることです。

Q. 新しい委員の方々へ一言お願いします。

A. 私ならこんなことができたらよいな、こん
なことができるかもしれないという思いを
口に出してみてください。様々な立場の
方々と学校が、より連携・協働できる環境
になるよう進めていっていただきたいなと
思います。

再確認！品川ＣＳ用語解説

品川コミュニティ・スクールとは

学校・地域・保護者が連携・協働しながら子どもた
ちの豊かな成長を支えるための仕組みです。

校区教育協働委員会とは

保護者、地域住民、卒業生、学識経験者など様々な
人たちが、「委員」として、共通する目標・ビジョ
ンをもって、学校運営
に参画する組織です。
そのことで、学校と
地域が一体となって、
継続性を保ち、充実
した教育活動を行う
ことができます。


